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「温故知新」 
校長  福 田 英 明 

 少し遅れましたが、皆様、明けましておめでとうございます。今年も、真龍中学校では、子供たちが変化の激し
い予測困難な時代をたくましく生きぬき、より良い社会を創造できるような資質・能力の育成を目指し、日々闘っ
てまいります。保護者・地域の皆様はもとより、学校関係者や教育委員会とも連携を図り尽力していきますので、
ご理解ご協力のほど、よろしくお願いいたします。 
 さて、今年、令和７(2025)年は昭和 100 年だそうです。令和になって早くも７年ですが、平成は 31 年、昭和は
64年までありました。昭和は一つの元号としては最長です。 
 昭和の始まりは大正 15(1926)年 12月 25日。大正天皇の崩御により即日、皇太子・摂政宮裕仁親王が践祚。改元
も行われ、元号が昭和となりました。したがって、昭和元年はたった７日間しかありませんでした。そして昭和が
終わったのが昭和 64(1989)年１月７日、昭和天皇の崩御によってです。この時は翌日改元のため、１月８日が平成
元年の初日になりました。ですから、昭和時代は 62年と 14日間。最初と最後の年はともに７日間なのです。 
 昭和生まれの私の感覚では、昭和時代は３期に分かれていて、昭和 20年までの戦前・戦中期。その後からオイ
ルショックによって高度経済成長がストップする昭和 49 年までの復興・高度経済成長期。そして、昭和 50 年か
らバブル経済絶頂期である昭和 64年までの昭和後期です。 
 265年続いた江戸幕府は、1637年の島原・天草一揆以降、幕末までの 200年あまりにわたって戦争を経験しない
平和な時代が続いていました。1853 年のペリー来航によって帝国主義時代の世界にさらされた日本は、産業を興
し徴兵による軍備強化をするなど国の在り方を一新し近代化を急いだことで植民地化を免れることができまし
た。 
 日清戦争・日露戦争を経て軍事大国化した日本は、第一次世界大戦後につくられた国際連盟において常任理事国
となるまでになりました。しかし、この頃から日本の軍隊は対外防衛という目的から変質し植民地獲得の手段と化
していきます。その軍隊が政治を牛耳ったことで、行き着く先が大東亜戦争での敗北です。 
 戦争によって荒廃した日本は、アメリカによる押しつけではありますが平和憲法によって軍備を持ちませんで
した。終戦前年の昭和 19年には国家予算の 85％以上にもなった軍事費にお金を使うことなく、戦争で荒廃した経
済の復興を図っていきました(ちなみに、令和７年度の防衛費は７％ほどで、明治から戦前までの中で一番少ない
年(明治２年頃)の半分しかありません。戦前の軍事費がどれだけ多かったか)。そのかいあって、奇跡の復興を遂げ
た日本は、高度経済成長期にはアメリカに次ぎ、世界２位の経済大国となりました。 
 しかし、津波のように押し寄せる日本製品に対し外国ではバッシングが起こり、昭和の終わりには日本の総資産
でアメリカ本土が買えるのではといわれるほどだったにもかかわらず、政府の失政によって 1990年代にバブル経
済が崩壊し、その後、失われた 30年と呼ばれるように世界への影響力は低下していきました。 
 現在は、ＶＵＣＡの時代と言われています。変化が激しく予測が困難な時代とのことです。しかし、昔も同じで
はないでしょうか。昭和初年の頃は大正デモクラシーの影響が濃く、モダンで華やかな時代でした。それがたった
５年で軍国主義が台頭し、中国と泥沼の戦争を始め、やがて世界を相手に戦い、空襲や原爆で日本中が廃墟になる
とは、当時の人々は夢にも思わなかったことでしょう。 
  いつの時代も先のことなど分かりません。だから、生きる力が必要なのです。私たちが学び続ける理由はより良
く生きるためなのです。 
  2016(平成 28)年６月、イギリスが国民投票の結果、EUから離脱することが決まりました。新聞でこの記事を見
て、私は当時の校長に、これから世界中で戦争が始まりますよ、と言ったのを覚えています。世界中の国々が国際
平和より自国の繁栄を求めるようになるので、国家間の対立が増えて戦争が起こるという理由からでした。案の
定、アメリカ第一主義のトランプ氏が大統領になったり、ロシアがウクライナに侵攻したり、ガザ地区でのイスラ
エルとハマスの衝突や中国による台湾有事の危機など、２度の世界大戦前の状態と同じ空気となっているのです。 
  変化が激しく予想困難でも、きっかけや予兆は必ずあります。正確な情報を見極め、正しく分析する力がこれか
らの世の中には絶対に必要になります。だからこそ、真龍中学校では、総合的な学習の時間での探究活動に力を入
れているのです。ご家庭でも、フェイクニュースに踊らされないよう、スマホ・タブレットのルール作りからしっ
かりと話し合っていただければと思います。 
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土

日

○ 1 ○ ○ ○ ○ ○ ＊ 14:25

月 ○ 2 ○ ○ ○ ○ ○ ＊ 15:45

○ 3 ○ ○ ○ ○ ○ ＊
○ 1 ○ ○ ○ ○ ○ ＊ 14:10

火 ○ 2 ○ ○ ○ ○ ○ ＊ 15:20

○ 3 ○ ○ ○ ○ ○ ＊
○ 1 ○ ○ ○ ○ ○ ＊ 14:25

水 ○ 2 ○ ○ ○ ○ ○ ＊
○ 3 ○ ○ ○ ○ ○ ＊ 17:00

○ 1 ○ ○ ○ ○ ○ ＊ 14:10

木 ○ 2 ○ ○ ○ ○ ○ ＊
○ 3 ○ ○ ○ ○ ○ ＊
○ 1 ○ ○ ○ 道 ＊ ＊ 13:10

金 ○ 2 ○ ○ ○ 道 ＊ ＊
○ 3 ○ ○ ○ 道 ＊ ＊
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○ 3 ○ ○ ○ ○ ○ ＊ 17:00
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○ 1 ○ ○ ○ ○ ○ ＊

水 ○ 2 ○ ○ ○ ○ ○ ＊ 15:35

○ 3 ○ ○ ○ ○ ○ ＊ 17:00
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○ 3 ○ ○ ○ ○ 道 ＊ 17:00

土

日

○ 1 ○ ○ ○ ○ ○ ＊ 14:25

月 ○ 2 ○ ○ ○ ○ ○ ＊
○ 3 ○ ○ ○ ○ ○ ＊ 17:00

○ 1 ○ ○ ○ 総 総 ＊ 14:10

火 ○ 2 ○ ○ ○ ○ ○ ＊
○ 3 ○ ○ ○ ○ ○ ＊ 17:00

○ 1 ○ ○ ○ 総 総 ＊ 14:45

水 ○ 2 ○ ○ 総 総 総 ＊
○ 3 ○ ○ ○ ○ ○ ＊
○ 1 ○ ○ ○ 総 総 ＊ 15:00

木 ○ 2 ○ ○ 総 総 総 ＊
○ 3 ○ ○ ○ ○ ○ ＊ 17:00

○ 1 ○ ○ ○ 道 ＊ ＊ 13:10

金 ○ 2 ○ ○ ○ 道 ＊ ＊
○ 3 ○ ○ ○ 道 ＊ ＊
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日

月
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水 ○ 2 ○ ○ ○ ○ ○ ＊
○ 3 ○ ○ ○ ○ ○ ＊ 17:00

○ 1 ○ ○ ○ ○ ○ ＊ 14:10

木 ○ 2 ○ ○ ○ ○ ○ ＊
○ 3 ○ ○ ○ ○ ○ ＊ 17:00

○ 1 ○ ○ ○ ○ 道 ＊ 15:00

金 ○ 2 ○ ○ ○ ○ 道 ＊
○ 3 ○ ○ ○ ○ 道 ＊ 17:00

27

PTA役員会

26

25

ＡＬＴ

28

全校集会⑨（放課後）

ＡＬＴ

24

振替休日

23

天皇誕生日

22

0

21

ＡＬＴ

定時退勤日

部活動休止

20

図書館バス

19

租税教室（３年生・４時間目）

定時退勤日

部活動休止

18

ＡＬＴ

17

16

0

15

0

14

ＡＬＴ

13

武修館 一般学力試験日

12

後期専門委員会⑦(反省)

11

建国記念の日

10

公立高校推薦面接日

9

0

バ

ス

給

食

学

年

8

0 学年別大会（バドミントン）

7

町研２月研究大会

ＡＬＴ

定時退勤日

部活動休止

6

図書館バス 部活動休止

2

0

４

校

時

５

校

時

1

0 東北海道大会（バドミントン・北見）

釧新杯（バスケットボール）

行事予定 部活動

１

校

時

２

校

時

３

校

時

６

校

時

3

分掌部会

放課後学習

SC

部活動休止(テスト前)

5

学力テスト(全学年)

4

新入生体験入学　　放課後学習

新入生保護者説明会

授業参観日④（全学年・ １日）　　ＡＬＴ

部活動休止(テスト前)

日 曜

学級意見文発表会

１年 18～20日

２年 19～20日



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 １２月より、全校朝会等の全員が集まる集会を午後に実 

施しています。本校の体育館は冷え込みが厳しく、朝から 

暖房をつけてもなかなか温まりません。また、十分に温め 

るためにはかなりの時間、暖房をつけておく必要がありま 

す。生徒の健康を損なう危険性を回避すること、暖房にか 

かるコストを削減することが目的です。午前中は、体育の 

学習で暖房を使ったり、日差しが体育館に入ったりするの 

で、午後実施は快適です。３月まで実施の予定です。 

 

 

 

 １２月２６日（木）、厚岸町役場に町内の各学校から児 

童会・生徒会の代表者が集まり、『よりよい学校生活を送 

るために』をテーマに話し合いをしました。各校で取り組 

んでいるいじめ防止に向けた活動の交流、情報端末機器の 

使い方についての交流、など、活発な意見交換が行われま 

した。本校の生徒も進んで発言したり、他校の話を真剣に 

聞いたりする様子が見られました。今後の生徒会活動に大 

いに生かすことができる大変貴重な場となりました。司会 

は翔洋高校の生徒でしたが、初対面で緊張している小中学 

生を和ませながら進行するなど、大変感心しました。 

厚岸町子ども☆未来ミーティング 
○ICTの活用の評価が前回同様高くなっています。全国学力・学習状況調査の生徒質問紙において

も、全道・全国平均を上回る結果となっています。 

●家庭学習の評価が前回同様低いです。将来社会に出たときに必要な『考える力』を身に付けるた

めにも家庭学習の習慣は大変重要です。学校では、「授業で学習した続きを家でもやりたい」と

思えるような授業改革に取り組んでいきます。ご家庭では、家庭学習の時間を確保できるよう、

携帯やスマホの利用やゲームに関するきまりをお子様と再確認いただければと思います。 

●情報発信について、学校での生徒の様子をもっと知りたいというご意見がありました。学校便り

や学級通信の内容の工夫を進めていきます。 

△紙で配付される各種お知らせについて、安心・安全メールでの配信を希望されるご意見が複数寄

せられました。内容に応じて、紙配付とメール配信を使い分けていきます。 

○「働き方改革」について、「どのような取組が進められているのかわからないが生徒と向き

合う時間が増えることには期待したい」という旨の意見が複数寄せられました。ご家庭にも

取組の内容が伝わるよう工夫しながら、生徒と向き合う時間の確保に努めていきます。 

○前回同様、先生方へのありがたいお言葉をたくさんいただきました。本当にありがとうござ

います！今後も、学校へのご理解とご協力をよろしくお願いいたします。 

教師

1年 2年 3年 全体 1年 2年 3年 全体

7月 3.40 3.52 3.42 3.59 3.51 2.78 2.96 2.90 2.88

12月 3.37 3.50 3.42 3.7 3.54 2.76 2.91 3.50 3.00

7月 3.88 3.76 3.70 3.68 3.72 3.26 3.46 3.25 3.33

12月 3.87 3.59 3.71 3.83 3.70 3.24 3.32 3.44 3.32

7月 3.53 3.28 3.28 3.62 3.39 　 　 　 　

12月 3.33 3.40 3.41 3.7 3.49

7月 3.19 3.51 3.42 3.63 3.52 　 　 　 　

12月 3.33 3.20 3.12 3.57 3.28

7月 2.31 3.10 2.91 2.93 2.99 2.44 2.61 2.35 2.48

12月 2.20 2.90 2.56 3.13 2.86 2.32 2.45 2.63 2.86

7月 2.94 3.78 3.33 3.40 3.53 2.81 2.86 2.60 2.77

12月 3.07 3.46 3.26 3.50 3.41 2.80 2.86 2.94 2.86

7月 3.25 3.27 3.00 3.67 3.30 2.78 2.82 3.20 2.91

12月 3.33 2.95 3.00 3.73 3.19 2.88 2.95 3.56 3.08

7月 3.81 3.12 2.91 3.40 3.13 3.22 3.07 3.05 3.12

12月 3.80 3.12 2.94 3.57 3.19 3.00 2.91 2.94 2.95

7月 3.19 3.51 3.36 3.53 3.47 3.04 3.21 3.30 3.17

12月 2.87 3.44 3.50 3.77 3.55 3.12 3.05 3.63 3.22

実施月

生徒 保護者

「目的（身に付ける資質・能力）」「目標」の明

示と、生徒・教師・保護者との共有

効果的・効率的なICTの活用による主体性の伸長

R80等の活用による表現力の育成と、論理的思考

力の育成

「総合的な学習の時間」の３年間を通した体系的

な指導

効果的な個別最適な家庭学習の推進

学校間接続・学びと指導の連続性を意識した小中

連携

小中高の接続と将来を見通したキャリア教育の充

実

積極的な情報発信

3以下 3.5以上

よりよい生き方を追求する「いじめ不登校対策」

１１月に実施いたしました第２回学校評価アンケートの結果をお知らせいたします。多くの

ご家庭にご協力をいただきましましたが、お忙しい中、ありがとうございました。分析結果を

今後の学校改善に生かしていきます。 

真中生の活躍！ 
【バドミントン】１月９日（木）、１０日（金）〈旭川市〉 

 ■第４３回北海道中学生新人バドミントン競技選手権大会 

   女子ダブルス ２年 中村莉音・湯浅妃菜 出場 

 

 

【吹奏楽】１月１８日（土）〈コーチャンフォー釧路文化ホール〉 

 ■第５１回釧路地区アンサンブルコンテスト 

   中学校 C編成の部 銀賞 


